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周波数スペクトラム再生方法
および受信機
IoTシステム間の干渉を避け、信号のスペクトラムを
再生

近年、ワイヤレスIoTが普及し、異なるワイヤレスIoTシステム間の干渉を
避けるための、周波数帯域リアルタイムスペクトラムモニタリング技術が開発
されている。この技術によって受信された信号は、複数のアナログデジタルコ
ンバーターによってアナログ信号からデジタル信号へ変換された後に元のス
ペクトラムが再生される。しかし、現在の技術では低損失かつ低歪みの
チューナブルフィルタがないため、1つの装置で自由に帯域を設定する事が
できない。その影響で、受信機のSoftware Defined Radio化が達成で
きないという課題がある。
本発明によって、ソフトウェアを用いたスペクトラム再生処理を実現するこ
とが可能になった。本発明の周波数スペクトラム再生方法は、折り返し雑
音除去用の帯域通過フィルタを用いず、受信した周波数スペクトラムをサ
ンプリングし、それぞれの周波数スペクトラム要素を結合したベクトルを生成
し、優決定条件型のアルゴリズムにより解を算出し所定の帯域を抽出する
ことを特徴とする。これによりソフトウェアを用いたスペクトラム再生処理を実
現することができる。

概要

 工場内の製造機器から発生するノイズをリアルタイムに監視、記録
 無線IoT通信

東北大学技術紹介

お問い合わせ

株式会社東北テクノアーチ
TEL ０２２－２２２－３０４９ お問い合わせフォームはこちら

バンドパスフィルタから出力された信号を圧縮センシングア
ルゴリズムによって元のスペクトラムに再生

応用例

https://www.t-technoarch.co.jp/contact.html
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